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協
定
第
七
条
及
び
第
十
二
条
１
に
関
し
、
両
締
約
国
政
府
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、

協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
る
核
物
質
及
び
回
収
さ
れ
又
は
副
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た
核
物
質
に
関
係
す
る
防
護

措
置
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
協
議
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

９

協
定
第
十
三
条
１
ç
の
適
用
に
当
た
り
、
両
締
約
国
政
府
は
、
同
条
１
ç
に
規
定
す
る
重
大
な
違
反
の
決
定
に
関

し
、
機
関
の
理
事
会
の
行
う
次
の
認
定
を
最
終
的
な
も
の
と
し
て
受
諾
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

æ

違
反
の
認
定

ç

関
連
す
る
保
障
措
置
協
定
の
下
で
保
障
措
置
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
核
物
質
の
核
兵
器
そ
の
他
の

核
爆
発
装
置
へ
の
転
用
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
機
関
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
認
定

è

申
告
さ
れ
て
い
な
い
核
物
質
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
又
は
そ
の
よ
う
な
原
子
力
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
き
機
関
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
認
定

二
千
十
一
年
一
月
二
十
日
に
ハ
ノ
イ
で

日
本
国
政
府
の
た
め
に

谷
Ä
泰
明

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
の
た
め
に

レ
・
テ
ィ
エ
ン

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
百
二
十
六
号

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五

十
二
号
）
第
九
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
農
作
物
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
九
条
第
一
号
の
農
林
水
産
大

臣
が
定
め
る
農
作
物
は
、
果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条
の
三
第
一
項
に
規

定
す
る
果
樹
農
業
振
興
計
画
に
係
る
果
樹
で
あ
っ
て
、
当
該
計
画
が
策
定
さ
れ
た
都
道
府
県
の
区
域
内
の
傾
斜
が
二
十

度
を
超
え
る
農
地
に
お
い
て
栽
培
さ
れ
る
場
合
に
当
該
農
地
以
外
の
農
地
に
お
い
て
栽
培
さ
れ
る
場
合
と
お
お
む
ね
同

等
以
上
の
単
位
面
積
当
た
り
の
農
業
所
得
が
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
百
五
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三

十
三
号
）
第
三
十
二
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
確
認
の
要
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年

一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

細
野

志

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
第
二
号

の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
確
認
の
要
件

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
三

十
二
条
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の

〇
環
境
省
告
示
第
百
七
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三

十
三
号
）
第
五
条
第
四
号
及
び
第
二
十
条
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
の
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の

放
射
能
濃
度
の
測
定
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

細
野

志

廃
棄
物
の
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
方
法

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
条
第
四
号
及
び
第
二
十
条
第

四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、
別
表
に
掲
げ
る
機
器
を
用
い
て
測
定
す
る
方
法
と
す
る
。

別
表１
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器

２
N
a
I（
Ｔ

l）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ

〇
環
境
省
告
示
第
百
六
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
一

条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
及
び
除
染
特
別
地
域
を
指
定
し
た
の

で
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

細
野

志

一

汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
及
び
除
染
特
別
地
域
を
指
定
し
た
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

二

汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
の
区
域
及
び
除
染
特
別
地
域
の
区
域

イ

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
区
域

ロ

G
尾
村
、
浪
江
町
及
び

葉
町
の
区
域
（
イ
に
掲
げ
る
区
域
を
除
く
。）

ハ

南
相
馬
市
の
区
域
（
原
町
区
高
倉
字
助
常
、
原
町
区
高
倉
字
吹
屋
峠
、
原
町
区
高
倉
字
七
曲
、
原
町
区
高
倉
字

森
、
原
町
区
高
倉
字
枯
木
森
、
原
町
区
馬
場
字
五
台
山
、
原
町
区
馬
場
字
横
川
、
原
町
区
馬
場
字
薬
師
岳
、
原
町

区
片
倉
字
行
津
及
び
原
町
区
大
原
字
和
田
城
並
び
に
同
市
内
国
有
林
盤
城
森
林
管
理
署
二
〇
〇
四
林
班
か
ら
二
〇

八
七
林
班
ま
で
、
二
〇
八
八
林
班
の
一
部
、
二
〇
八
九
林
班
か
ら
二
〇
九
一
林
班
ま
で
、
二
〇
九
五
林
班
か
ら
二

〇
九
九
林
班
ま
で
及
び
二
一
三
〇
林
班
の
区
域
に
限
り
、
イ
に
掲
げ
る
区
域
を
除
く
。）

ニ

飯
舘
村
の
区
域

ホ

川
俣
町
の
区
域
（
山
木
屋
並
び
に
同
町
内
国
有
林
福
島
森
林
管
理
署
一
六
一
林
班
か
ら
一
六
五
林
班
ま
で
及
び

一
六
七
林
班
の
区
域
に
限
る
。）

対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）第
一
条
に
規
定
す
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
を
い
う
。）

に
よ
る
汚
染
状
態
が
規
則
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
い
ば
い
じ
ん
及
び
焼
却
灰
そ
の
他
の
燃
え
殻
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
少
な
い
廃
棄
物
（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。）の
焼
却
施
設
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。
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